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パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

旧
東
京
第
一
陸
軍
造
兵
廠

十
条
工
場
・
本
部
事
務
所

姿
勢
を
変
え
な
い
と

都
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
政
府
は
Ｇ
Ｏ

Ｔ

Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
入

国
規
制
も
緩
和
。
決
め
た
か
ら
立

ち
止
ま
れ
な
い
、
科
学
的
な
根
拠

を
持
た
な
い
と
い
う
姿
勢
を
変
え

な
い
と
、
未
知
の
感
染
症
に
は
対

応
で
き
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。

大
塚
涼
（
全
印
総
連
・
日
本
機
関

紙
印
刷
所
労
組
）

◇

◇

過
労
で
倒
れ
そ
う

コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
、
学
校
は
以

下
の
よ
う
な
状
況
で
す
。

・
2
つ
の
時
程
で
進
め
る
（
密
を

避
け
る
た
め
）

・
大
人
2
人
で
一
ク
ラ
ス
分
の
給

食
を
配
膳
（
白
衣
、
マ
ス
ク
、
三

角
布
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、
ゴ

ム
手
袋
を
し
て
。
暑
い
）

・
清
掃
も
消
毒
も
大
人
の
仕
事

（
毎
日
）
な
ど
な
ど
。
コ
ロ
ナ
の

前
に
過
労
で
倒
れ
て
し
ま
い
そ
う

で
す
。
佐
藤
京
子
（
都
教
組
中
央

支
部
）

◇

◇

従
来
型
は
な
か
な
か
難
し
い

テ
レ
ワ
ー
ク
・
接
触
機
会
の
減

少
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
職
場
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
困
難
が
生

じ
て
い
ま
す
。
何
を
信
じ
た
ら
良

い
の
か
分
か
ら
な
い
ウ
ィ
ル
ス
対

策
な
ど
、
組
合
活
動
が
大
切
な
時

で
す
が
、
従
来
型
活
動
は
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
山
本
哲
（
国
土

交
通
労
組
東
京
気
象
支
部
）

◇

◇

考
え
て
し
ま
う

こ
の
と
こ
ろ
、「
コ
ロ
ナ
影
響
」

だ
け
に
限
ら
な
い
こ
と
が
原
因

の
、労
働
相
談
が
続
い
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
会
社
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
に

よ
る
も
の
で
す
。
体
調
を
崩
し
て

退
職
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
り
、

現
在
も
執
拗
に
パ
ワ
ハ
ラ
が
継
続

し
て
い
た
り
。
聞
け
ば
ほ
と
ん
ど

の
同
僚
も
、
退
職
に
追
い
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
地
域
ユ
ニ

オ
ン
を
紹
介
し
、
仲
間
を
つ
く
っ

て
闘
お
う
と
励
ま
し
ま
す
が
、
そ

の
会
社
が
本
当
に
良
い
の
か
、
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。
福
田
清
（
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
目
黒
地
域
支
部
）

◇

◇

反
対
の
声
強
め
る

い
ま
学
校
は
、
土
曜
授
業
が
2

週
続
け
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
夏
休
み
も
半
分
に
短
縮
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
変
形

労
働
時
間
制
」
導
入
の
た
め
の
条

例
化
の
動
き
も
あ
り
、
反
対
の
声

を
強
め
て
い
き
ま
す
。藤
井
明（
都

教
組
墨
田
支
部
）

◇

◇

つ
く
る
会
系
の
教
科
書
を
一
掃

7
月
27
日
（
月
）
の
東
京
都
教

育
委
員
会
で
、
来
年
度
の
都
立
中

学
（
中
高
一
貫
校
）
と
特
別
支
援

学
校
の
教
科
書
が
採
択
さ
れ
、
社

会
科
歴
史
・
公
民
と
も
に
、
「
つ

く
る
会
」
系
の
育
鵬
社
、
自
由
社

が
一
掃
さ
れ
ま
し
た
。
都
民
の
声

も
聴
か
ず
、
討
論
抜
き
、
無
記
名

投
票
で
の
決
定
は
問
題
で
す
が
、

結
果
は
全
国
に
力
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
三
浦
久
美
子
（
首
都
大

学
東
京
労
組
）

◇

◇

な
か
な
か
休
ま
り
ま
せ
ん

窓
口
職
場
で
す
。
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
コ
ー
ナ
ー
（
飲
食
ス
ペ
ー
ス
）

が
狭
い
の
で
自
席
で
ラ
ン
チ
を
済

ま
せ
ま
す
が
、区
民
の
目
も
あ
り
、

電
話
も
鳴
り
、
な
か
な
か
休
ま
り

ま
せ
ん
。
倉
重
悦
子
（
足
立
区
職

労
）7

月
15
日
号
の
正
解
は
「
業
務

に
見
合
う
、
生
活
で
き
る
賃
金
よ

こ
せ
」
で
し
た
。
応
募
者
は
30
人

で
、
以
下
の
5
人
の
方
に
図
書
カ

ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

菅
野
芳
昭（
品
川
区
職
労
）、
平

川
修
一（
出
版
労
連
・
出
版
ユ
ニ
オ

ン
）、
森
峰
太
郞（
都
教
組
大
田
支

部
）、
二
木
憲
夫（
八
王
子
労
連
）、

上
田
優
子
（
品
川
区
職
労
）

豊
か
な
緑
に
包
ま
れ
た
中
央

公
園
に
、
白
い
一
棟
の
建
物
、

中
央
公
園
文
化
セ
ン
タ
ー
（
写

真
・
Ｊ
Ｒ
王
子
駅
北
口
徒
歩
12

分
）
が
建
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
建
物
は
、
1
9
3
0
年

に
旧
陸
軍
造
兵
廠
十
条
工
場
本

部
事
務
所
と
し
て
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
戦
後
は
米
軍
に
接
収
さ

れ
、
米
軍
の
施
設
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
1
9
7

1
年
、
北
区
に
返
還
さ
れ
、
現

在
は
区
民
の
生
涯
学
習
の
場
と

し
て
様
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。北

区
は
、
明
治
時
代
に
工
兵

隊
移
転
、
陸
軍
被
服
倉
庫
、
火

薬
製
造
所
王
子
工
場
な
ど
軍
関

連
施
設
が
集
中
し
、
1
9
4
4

年
空
襲
以
降
、
計
12
回
の
空
襲

に
あ
い
、
5
0
0
人
を
超
え
る

犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。

北
区
に
は
、
現
在
中
央
図
書

館
に
な
っ
て
い
る
「
旧
東
京
砲

兵
工
廠
銃
砲
製
造
所
」
や
図
書

館
に
隣
接
す
る
自
衛
隊
十
条
駐

屯
地
内
に
レ
ン
ガ
作
り
の
「
旧

変
圧
所
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」な
ど
、

戦
争
遺
跡
が
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。

▼
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回

タ
ー
ミ
ナ
ル
宣
伝

8
月
27
日
（
木
）
18
時

〜
、
各
所

▼
青
年
大
宣
伝
行
動
（
東

京
ジ
ャ
ッ
ク
）
プ
レ
企
画

8
月
30
日
（
日
）
13
時

半
〜
学
習
会
（
ラ
パ
ス
ホ

ー
ル
）
、
そ
の
後
交
流
予

定▼
東
京
春
闘
一
日
幹
事
会

9
月
7
日
（
月
）
10
時

半
〜
、
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

▼
女
性
セ
ン
タ
ー
東
京
労

働
局
要
請

9
月
11
日
（
金
）
10
時

〜
、
東
京
労
働
局

▼
東
京
地
評
争
議
支
援
総

行
動9

月
15
日（
火
）終
日
、

各
所

▼
さ
よ
う
な
ら
原
発
1
千

万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
集
会

9
月
18
日
（
金
）
18
時

半
〜
、
日
比
谷
野
音
（
予

定
）

▼
憲
法
全
国
共
同
セ
ン
タ

ー
総
会

9
月
25
日
（
金
）
18
時

〜
、
全
労
連
会
館
ホ
ー
ル

（
予
定
）

Ａ
〜
Ｙ
を
順
に
並
べ
て
言
葉

を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
答

え
・
組
合
名
・
氏
名
・
住
所
・

通
信
・
パ
ズ
ル
や
紙
面
の
感
想

な
ど
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
又
は

メ
ー
ル
で
東
京
地
評
編
集
部
へ

（
あ
て
先
は
一
面

題
字
の
ワ
キ
）
。

締
め
切
り
は
9
月

1
日
の
消
印
有

効
。
抽
選
で
5
人

の
方
に
図
書
カ
ー

ド
（
千
円
分
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応

募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉
核
も
基
地
も
な
い

平
和
な
地
球
を
子
ど
も
た
ち
に

贈
る
の
は
大
人
の
責
務

（
ヨ
コ
の
カ
ギ
）

①
今
年
は
海
も
プ
ー
ル
で
も
こ

れ
が
で
き
な
い
か
も

⑤
ナ
ス
科
の
落
葉
低
木
。
赤
い

実
は
杏
仁
豆
腐
な
ど
に

⑥
カ
レ
ー
と
一
緒
に
食
べ
る
平

焼
き
の
パ
ン

⑦
太
陽
系
の
惑
星
の
一
つ

⑨
奢
る
○
○
○
は
久
し
か
ら
ず

⑩
胃
酸
が
過
剰
に
分
泌
す
る
事

⑬
難
し
さ
の
度
合
い

⑮
沖
縄
の
こ
こ
へ
の
米
軍
基
地

建
設
は
絶
対
許
せ
ま
せ
ん

⑰
コ
ロ
ナ
感
染
を
阻
止
す
る
た

め
に
、
今
年
は
や
め
た
い

（
タ
テ
の
カ
ギ
）

①
後
の
○
○
○
○
先
に
立
た
ず

②
落
と
し
胤

③
凸
凹
の
「
凹
」
は
何
と
読
む

④
押
し
て
電
気
を
通
ず
る
バ
ネ

仕
掛
け
の
キ
ー

⑥
「
あ
る
」
の
反
対

⑧
ゴ
マ
に
多
く
含
ま
れ
る
若
さ

を
保
つ
成
分

⑨
○
○
の
横
好
き

⑪
詐
欺
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

⑫
た
め
ら
う
こ
と
、
○
○
足
を

踏
む

⑬
麻
や
わ
ら
等
を
よ
り
合
わ
せ

た
ひ
も

⑭
縄
文
や
弥
生
も
こ
れ
の
一
種

⑮
○
行
、
○
列
、
○
立

⑯
○
○
は
盲
目

◆
「
保
母
」
さ
ん
が
「
保
育

士
」
に
な
っ
た
の
は
、
2
0

0
6
年
の
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
改
正
に
伴
う
、
関
連
法

の
改
正
に
よ
る
も
の
だ
。
保

育
は
女
性
職
で
は
な
い
、
男

性
も
携
わ
る
の
だ
か
ら
ジ
ェ

ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
職
名
に
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
先

日
、
そ
の
保
育
現
場
か
ら
驚

く
よ
う
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

た
。
◆
相
談
者
は
、
保
育
歴

25
年
以
上
の
女
性
。
最
初
の

職
場
は
20
年
目
に
退
職
を
勧

奨
さ
れ
、
退
職
の
日
に
園
長

か
ら
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
株
式
会
社
の
保
育

園
に
正
社
員
と
し
て
採
用
さ

れ
た
。
◆
そ
の
会
社
は
保
育

園
を
30
カ
所
ほ
ど
持
っ
て
い

る
。
職
場
は
若
い
保
育
士
ば

か
り
で
、
0
歳
児
や
1
〜
2

歳
児
の
ク
ラ
ス

な
の
に
基
本
的

な
日
常
の
ケ
ア

の
や
り
方
を
知

ら
な
い
。
や
ら
な
い
、
仕
事

が
で
き
な
い
若
い
保
育
士
の

給
料
は
10
数
万
。
だ
か
ら
す

ぐ
辞
め
て
い
く
。
雇
わ
れ
園

長
は
何
を
告
げ
て
も
ど
う
に

も
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
、

相
談
者
は
過
労
と
ス
ト
レ
ス

に
よ
り
路
上
で
倒
れ
た
。
入

院
時
の
休
み
は
勝
手
に
年
休

扱
い
に
さ
れ
、
し
ば
ら
く
休

ん
だ
後
、
職
場
復
帰
を
申
し

出
る
と
事
務
職
と
し
て
別
の

園
に
配
転
と
な
っ
た
。
保
育

士
の
手
当
が
な
く
な
っ
た
。

◆
本
社
の
若
い
男
性
が
人
事

と
し
て
動
き
、
失
礼
な
言
動

を
と
る
。
傷
病
手
当
の
手
続

き
も
せ
ず
、
勝
手
に
有
給
扱

い
に
さ
れ
た
こ
と
。
病
気
に

な
っ
て
倒
れ
た
こ
と
な
ど
の

慰
謝
料
を
要
求
し
た
い
。
こ

れ
ま
で
に
弁
護
士
に
相
談
し

労
基
署
に
も
行
っ
た
が
、と
。

◆
ま
ず
、
労
働
組
合
に
加
入

す
る
こ
と
。
そ

し
て
人
事
の
若

い
男
性
で
は
な

く
、
本
社
に
対

し
て
き
ち
ん
と
団
体
交
渉
を

す
べ
き
。
そ
れ
は
子
ど
も
た

ち
と
父
母
た
ち
の
た
め
に
も

重
要
な
こ
と
だ
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。
保
育
の
み
な
ら
ず

福
祉
・
介
護
、
医
療
な
ど
で

の
労
働
組
合
の
個
人
加
盟
受

け
入
れ
態
勢
の
強
化
と
、
都

内
各
地
の
労
働
相
談
受
け
入

れ
組
織
か
ら
の
紹
介
活
動
の

活
発
化
が
喫
緊
で
あ
ろ
う
。

佐
伯
芳
子
（
東
京
地
評
労
働

相
談
員
）

作・あめんぼ

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓

オ
ル
グ
の
現
場
か
ら個

人
加
盟
組
合
の
強
化
と

紹
介
活
動
の
活
発
化
を

北
区
中
央
公
園

文
化
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
北
区
）

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓
189
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